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第２学年西組 生活科学習指導案
学習指導者 山路 晃代（T1） 濟城 智哉（T2）

１ 単元 「附坂小の秘密を紹介しよう」

２ 単元について

（１）育成したい「思考力」と学びに熱中する子どもの姿

【育成したい「思考力」】

幼稚園の友達に小学校の秘密を紹介する準備をしていく中で，これまでの交流経験を生

かし，幼稚園の友達への関わり方を工夫する力

幼稚園の友達が小学校生活を楽しみに思う紹介をすることに興味をもち，より相手を意識した

紹介のしかたについて学級の友達と話し合いながら，幼稚園の友達が早く入学したいと思えるよ

うな紹介の準備を続けている。

【学びに熱中する子どもの姿】

本単元で子どもたちは，交流を続けてきた来年度入学する幼稚園の友達に，幼稚園と小学校の違いを

中心に小学校の秘密を紹介する活動を行う。その際，栽培した野菜やうさぎの世話等を幼稚園の友達や

１年生に紹介したことを想起しながら，幼稚園の友達にどんなことを，どのように紹介するかを考えて

いく。その過程で，例えば「育てた野菜を紹介した時のように，図工室の紹介に写真を使おう。絵を描

くのが好きな○○さんは，きっと小学校が楽しみになると思うよ」等と，相手のことを想像した紹介の

しかたができるようになるだろう。また，「紹介を聞くだけではなくて，○○さんと一緒に絵を描いた

り，工作したりできるようにすれば，もっと楽しさを分かってもらえるね」「他に知りたい小学校の秘

密はないか，○○さんに聞いてみよう」等と，自分自身の小学校での学びを生かした活動を取り入れて

小学校生活の楽しさを伝えられるようになると考える。その際に働くのが上記「思考力」である。

子どもたちは，幼稚園の友達が小学校へ体験入学する日に，小学校の秘密を紹介する活動を行う。そ

の際，自分の経験や今年度入学してきた１年生の思いを聞いたことを振り返って，幼稚園の友達のこと

を想像し，小学校生活を楽しみに思ってほしいと思うだろう。そして，より相手を意識した紹介になる

よう準備を進める中で，「図工の時間の様子を紙芝居で紹介するよ」「いいね。工作は，実際にする方が

楽しさを伝えられそうだから，一緒にしてみよう」等と，紹介内容が同じグループで紹介のしかたにつ

いて話し合う。そして，それを基に「図工の時間にした工作を一緒にしてもいいね」「できた作品は，

袋に入れてプレゼントしよう」等と，どんな工夫をするかを決めていく。グループで話し合うことから

よりよい考えが生まれ，相手を意識した紹介に工夫できていることを実感した子どもたちは，幼稚園の

友達にとってより分かりやすく魅力ある紹介となるよう，本番に向けて紹介の準備を続けていくのである｡

（２）自信度を高め，新たな問題を共有する場を位置づけた単元構成について

事前の質問紙調査の結果より，本学級には幼稚園の友達に小学校の紹介をすることへの関心が高い子

どもが多いことが分かった。一方，紹介することは得意ではないという否定的な回答をした子どもが35

名中17名いた。理由を問うと「できたかどうか分からないときがある」「間違っているかもしれない」

等であった。これらのことから，紹介する際，相手にうまく伝わっているかどうかに不安を感じること

が想定された。

そこで，紹介する相手を変えることにより，紹介する活動を複数回行える単元を構成した。相手に分

かりやすい紹介ができたという成功体験を積み重ねられるようにすることで，自信度を高めていきたい。

紹介する相手は，どの程度伝わったかの反応が見取りやすい順に，学級の友達，１年生，幼稚園の友達

とする。紹介の準備ができた子どもたちは，まず，学級の友達に紹介し，学級の友達から感想をもらう。

そして，それを基に紹介のしかたを修正し，１年生に紹介する活動を行う。紹介への自信度が高まって

くると「小学校の他の秘密も紹介したい」「１年生に紹介して気付いたことを基に，もっと工夫したい」
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等といった新たな問題が表出されると考える。このような問題を学級で共有し，解決の場を設定するこ

とで，これまでの経験や学びを生かし，よりよい紹介のしかたを考えたり，幼稚園の友達が楽しめる活

動を取り入れたりする等，主体的に関わり方を工夫していく子どもが育つと考える。

（３）単元計画と学習意欲への働きかけ（総時数 12時間）

次 主な子どもの意識と学習の流れ 学習意欲への働きかけ

①～⑪関･自

① 青組さんを附坂小わくわくタイムに招待する準備をしよう 【附坂小の秘密一覧表】

第 体験入学での幼稚園の友達との交流を「附坂小わくわくタイム」と共通理 幼稚園との違いを行事・自

解した後，幼稚園と小学校の違いを出し合い，表に類別して整理する。そし 然・勉強等の観点で整理した

て，幼稚園の友達に，どう紹介すれば入学を楽しみに思ってくれるかを考え 表を掲示しておく。それによ

一 ていく。その際，自分の経験や今年度入学してきた１年生に尋ねた結果を手 り，紹介する内容を選ぶ際に

がかりとすることで，相手を意識した紹介に工夫することへの意欲を高める。 確認したり新たに見つけた秘

② 青組さんに附坂小わくわくタイムで伝える秘密を決めよう 密を加えたりできるようにし

次 表に整理したことを基に，紹介する秘密を一つ選び，選択した秘密が同じ ておき，紹介する観点や内容

者どうしでグループをつくる。その際，選んだ理由を交流することで，相手 に気付けるようにする。

のことを想像して紹介する秘密を選ぶことが大切だと気付くだろう。 ③⑥⑧自【キラキラ紹介シート】

③④ 青組さんに小学校体験入学のお知らせをする準備をしよう 分かりやすい紹介方法に気

グループごとに選んだ秘密を紹介する準備を行う。そして，グループで練 付きにくい子どもに，紹介の

習し，紹介する準備ができたことを確認した後，学級の友達に紹介して，感 際に気をつけることを整理し

想を伝え合う。その感想を基に，グループで紹介のしかたを修正し，再度， たシートを用意しておく。紹

学級の友達に紹介して，より相手を意識した紹介になったことを確認する。 介のしかたを選択したり，練

第 ⑤ 幼稚園に行って，小学校体験入学のことを知らせよう 習したりする際，必要に応じ

幼稚園に行き，小学校体験入学のお知らせをし，グループで選んだ小学校 て確認できるようにする。

の秘密を紹介することも伝える。幼稚園の友達が期待している様子を見るこ ③～⑩自【わくわくボード】

とで，より分かりやすい紹介に工夫しようという思いが高まるだろう。 話し合う際，伝える秘密や

⑥⑦ 小学校の秘密の伝え方を工夫しよう 伝え方の工夫等をグループで

ボードに記述させる。互いの

二 紹介する内容が伝えられるようになった子どもたちは，他の秘密も紹介 考えた工夫が分かることで，

したいと考えるだろう。他の秘密を加えて準備と練習を行い，学級の友達 自分の紹介に取り入れたり，

に紹介する。紹介のしかたを修正した後の７時間目には，１年生に本番と より分かりやすい紹介の工夫

同じように伝える。そして，紹介する活動への自信を高めた子どもたちは を考えたりできるようにし

「小学校のもっと他の秘密も紹介したい」「１年生に紹介して気付いたこと て，紹介への不安を軽減する。

を基に，もっと工夫したい」といった新たな問題を表出する。 振り返り

次 ②～⑫【短冊フォルダー】

⑧～⑩ 小学校の秘密の伝え方をもっと工夫しよう 短冊フォルダーに入れた短

本時（８/12） 冊シートに分かったことやで

さらに紹介する秘密を加えたり，幼稚園の友達と一緒に活動できるコーナ きたこと，次の活動に向けた

ーを作ったりして，紹介の準備と練習を行う。学級の友達に，紹介のしかた 願いを書かせる。その際，グ

についてのアドバイスをもらい，準備を完成させる。 ループ内で頑張っていた友達

⑪ 青組さんを附坂小わくわくタイムに招待しよう を見つけ，その数でカードの

第 小学校への体験入学時に，附坂小の秘密を幼稚園の友達に伝えながら，体 星を塗る割合を変える。その

三 験コーナーで一緒に活動したり，校内を案内したりする。 後，どんな頑張りだったか伝

次 ⑫ 附坂小わくわくタイムを振り返ろう え合うことで，協働のよさを

これまでの取り組みを振り返り，今後の友達への関わり方について考える。 感じられるようにする。
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３ 本時の学習指導

（１）目 標

１年生に小学校の秘密を紹介する活動を通して気付いたことを基に，幼稚園の友達のことを想像しな

がら，附坂小わくわくタイムでの関わり方を工夫することができる。

（２）学習指導過程

学 習 活 動 子 ど も の 意 識

１ これまでの活動を振り返っ １年生への紹介より，もっと分 できるだけ多くの友達に，小学

て，本時の学習課題を確認す かりやすい紹介にしたいな。 校の秘密を伝えたいな。

る。 「自分たちも○○してみたかっ □□さんのグループは，１年生

関･自【附坂小の秘密一覧表】 た」と，１年生が言っていたよ。 がたくさん集まっていたね。

見ているだけでなく，一緒にで あのグループみたいに，遊べる

きるコーナーを作りたいな。 ものを使って紹介しよう。

小学校の秘密の伝え方をもっと工夫しよう

２ 工夫する内容を確認し，自 体験コーナー作り，紹介のしかた，グループの宣伝を工夫すると，

分たちの関わり方を考え，準 もっと多くの友達により分かりやすい紹介ができそうだな。

備をする。 音楽の授業の体験がで 劇での伝え方をもっ 多く友達に看板を

自【キラキラ紹介シート】 きるコーナーを作ろう。と工夫しよう。 作って知らせよう。

自【わくわくボード】 音楽室にあるトライア 絵を描いたり工作し 生活科の時間に作

ングルや鈴を，リズム たりすることだけで ったおもちゃのこ

に合わせて鳴らすよう なく，している時の とが分かる看板を

にすると楽しいね。 気持ちも伝えよう。 作るといいね。

たくさん友達が来た 使った絵や工作は， 来た友達みんなに

ら，順番に楽器を弾い プレゼントにして持 おもちゃで遊んで

てもらおう。 ち帰ってもらおう。 もらおう。

することが決まったから，グループで練習しよう。

別のグループの人に工夫したことをチェックしてもらおう。

３ 考えた工夫を取り入れた紹 「いろいろな楽器の演 「絵と工作から，欲 「看板でどんな秘

介を行い，紹介のしかたにつ 奏のしかたを教えてく しい方を選べるのが 密の紹介かが，分

いて話し合う。 れるのがいいね」と言 いいね」と言ってく かるのがいいね」

自【キラキラ紹介シート】 ってくれたよ。 れたよ。 と言ってくれたよ。

自【わくわくボード】 「もっとリズムがゆっ 「もっと数を増やす 「もっと看板が大

くりだといいよ」とア のはどうかな」と教 きいといいよ」と

ドバイスをくれたよ。 えてくれたよ。 教えてくれたよ。

友達が言ってくれたところを，さらに工夫しよう。

青組さんのことを考えて，分かりやすく伝えることが大切だね。

４ 本時の振り返りをする。 △△さんが手伝ってくれたから，小学校が楽しみになるように工

振【短冊フォルダー】 夫ができたよ。他の秘密でも，体験コーナー等を工夫したいな。
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（３）授業の詳細

前時までの子どもの意識 学習活動１

前時までに，子どもたちは，「青組さんが，入学を不安に思う

気持ちが減り，楽しみに思えるように小学校の秘密を伝えたい」

という思いをもって，グループで紹介のしかたを工夫したり，

紹介する内容を加えたりしてきている。本時において，学級担

任（T1）は，主に全体指導を行い，生活科専科教員（T2）は，

幼稚園の友達の立場から助言したり，個別指導をしたりする。

それにより，幼稚園の友達ができる・できないこと等を伝える

ことで，紹介の内容を楽しみに思ってくれるかどうかの見通しをもつことができるだろう。本時の導

入では，まず，前時に１年生に小学校の秘密を紹介したことから，「もっと分かりやすい紹介になる

ように工夫したい」といった思いを確認した後，工夫する内容として気付きにくい「体験させてあげ

るといい」「宣伝をするとよい」という工夫を子どもたちの意識とつないで取り上げる。その際，野

菜パーティー等の写真を提示し，一緒に活動できる体験コーナーを作ることや友達に宣伝することの

よさに気付かせる。その後，紹介する内容を整理した表を指し，どれを選んでも体験コーナーが作れ

そうなことを確認する。関･自【附坂小の秘密一覧表】そして，「秘密の伝え方をもっと工夫できそう

ですか」と問いかけ，学習課題を設定する。

学習活動２

先に確認したことを工夫していくと，より分かりやすい紹介にな

ることを確認する。そして，子どもたちが工夫しようとする内容に

ついて教師は，どれも認め，進んで活動に取り組めるようにする。

その際，体験コーナーで紹介する時や友達に宣伝する時に気をつけ

ることを整理した拡大シートを提示するとともに，個人用シート（縮

小版）を設置していることを伝え，必要に応じて，取りに来られるようにしておく。自【キラキラ紹

介シート】そして，当日の紹介活動の流れを時間とともに示し，紹介や体験コーナー等の活動時間の

見通しをもたせる。その後，グループでボードを使って，どんな紹介にするかを話し合わせる。自【わ

くわくボード】そして，「音楽の体験ができるコーナーを作ろう」等と，ボードに記入した工夫が実

際にできるかどうかを話し合いながら，グループで練習する中で，「音楽室にある楽器を使って，リ

ズムに合わせて一緒に演奏すると楽しいね」と，より相手を意識した紹介に工夫していく。

学習活動３

紹介を伝え合うグループを前半と後半に分け，聞き手は幼稚園の友達役として，１回目は指定され

たグループに行き，２回目は自分が聞きたいグループに行ってよいことを伝えておく。紹介後には，

紹介の際に気をつけることを確認しながら自【キラキラ紹介シート】，よかったところと，アドバイ

スを伝え合わせる。その後，グループでボードに記入した伝え方の工夫等について見直す時間を確保

することで自【わくわくボード】，「初めて作る工作で，うまく作れないかもしれないね。一緒に作る

ようにするといいね」等と，さらに相手を意識した紹介に工夫していくと考える。

学習活動４

振り返りの場面では，短冊状のシートに本時，分かったことやできたこと，次の活動に向けた願い

等を記入する時間を確保する。その後，グループ内で頑張っていた友達を見つけて，その数をカード

の星に色を塗る割合で表現させ，その理由を聞き合う時間を設定する。振【短冊フォルダー】それに

より，協働のよさに気付かせる。その後，シートに表出した願いを全体で交流し，次時につなぐ。

（４）総括的評価

１年生に小学校の秘密を紹介する活動を通して気付いたことを基に，よりよい紹介のしかたについ

て話し合いながら，体験コーナー等を加えて，さらに工夫している。 【方法：発言，ワークシート】

【附坂小の秘密一覧表】

【わくわくボード】
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はじめに

本日は ，ご多用の中 ，ご参会 くださ りあ りがとうございます 。本校では ，生活科を中心として幼小

連携を進めています 。以下の通 り ， 提案いた しますので ，忌憚のないご意見をお願いいた します 。
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１ 本実践で留意したこと

学習指導要領では，どのような位置付けなのか？

本単元「附坂小の秘密を紹介しよう」で子どもたちは，来年度，連絡進学により入学

してくる幼稚園の友達（以下，青組さん）に，幼稚園と小学校の違いを附坂小の秘密とし

て，紹介する活動を行います。子どもたち一人一人とペアになる青組さんを年度始めに決

め，さまざまな活動を通して触れ合う中で，だんだんと親しい存在になってきています。

実際，活動の中で自然とペアの青組さんに小学校に入学することへの期待や不安について

聞いている子どももいます。

小学校学習指導要領解説生活編には，生活科の内容（８）の指導に当たって以下のよう

に示されています。

新学指導要領で変更される下線部の相手のことを想像するとは，相手の表情を思い浮か

べたり，その人らしさについて考えたり，自分の経験から相手を推測し

たりすることです。伝えたいことを選ぶときには，何を何のために伝え

るのかという目的意識と相手が必要としている情報なのか，うまく伝わ

っているかという相手意識が重要になります。伝え方を選ぶとは，相手

や目的に合わせて，伝える方法を選ぶことです。

本単元で子どもたちが相手のことを想像する際，ペアの青組さんの写

真を見たり，自分が小学校へ入学する前の期待や不安をを想起したりす

るのが有効でした 。 想 像しにくい子どもについては，友達の経験が自分

にも当てはまるか選ぶようにしたり，保護者にその時の様子を連絡帳等

に記入してもらったことから想起させたりするようにしました。

内容（ ８ ） 「生活や出来事の交流」の位置付けです。

Ｑ ｕ ｅ ｓ ｔ ｉ ｏ ｎ １

Answer １

現行学習指導案

（８）自分たちの生活や地域の出来事を

身近な人々と伝え合う活動を行い，身近

な 人 々 と か か わ る こ と の 楽 し さ が 分 か

り，進んで交流することができるように

する。

新学習指導案

（８）自分たちの生活や地域の出来事を

身近な人々と伝え合う活動を通して，相

手のことを想像したり伝えたいことや伝

え方を選んだりすることができ，身近な

人々と関わることの楽しさが分かるとと

もに，進んで触れ合い交流しようとする。

【 保 護 者 の 協 力 】



なぜ ,２年生が年長児との交流をメインとする単元構成にしたのか？

年長児は入学前には，小学校生活にスムーズに移行できるよう，保育所・幼稚園等と

小学校をつなぐための「接続カリキュラム」を実施しています。特にこの時期（１月頃

～３月）を「アプローチカリキュラム」とし，小学校生活を意識して，お絵かきや絵本

の読み聞かせ・食事等，一定の時間を着席して活動させたり，小学校の見学や上級生と

の交流活動を行いながら，小学校の雰囲気を

肌で感じたりする等の活動が考えられていま

す。

保育所・こども園・幼稚園と小学校では，

教育課程，１日の生活の流れ，教材・教具，

環境構成等，様々な面で違いがあり，年長児

は小学校生活への期待だけでなく，不安も感

じています。

２年生は，小学校生活を１年間過ごした経験から，年間の小学校生活の流れやルー

ル，楽しさ等を理解したり，体感したりしてきています。

もう少しで２年生になる１年生と交流することも考えられるかもしれません。ただ，

２年生は，１年生やその他の学年，年長児との交流経験もあります。

それらの学びを入学前の年長児のために

生かしていくことは，２年生にとって「今

まで準備してきたことが，人のために役に

立ってよかった」等と達成感や成就感を味

わわせ，「自分にも ，こんなことができる

んだ」「また，人のために何かしてみたい」

等のさらなる交流の動機付けになると考え，

本実践のような単元構成にしました。

２年生の交流経験を生かし，達成感や成就感を味わわせ，さらなる交流の動機

付けをするためです。

Ｑ ｕ ｅ ｓ ｔ ｉ ｏ ｎ ２

Answer ２



年長児との交流を，どのように行っているのか？

本実践では，年長児と年間を通した交流を行いました。もちろん，小学校と幼稚園は，

それぞれの年間計画に沿った教育活動を行っています。そこで，年度初めに，幼少連携

計画の素案（別紙①参照）を基に，担当教員が幼稚園の先生と相談し，共通理解する機

会を設けました。そして，幼小で共通理解した計画を基に，具体となる年間計画（別紙

②参照）を作成していきました。

例えば４月中旬には，ペアとなる青組さんの園児を決め，自己紹介したり，国語科の

音読教材「かくれんぼ」を聞いてもらったりする活動を幼稚園に行って行いました。

この計画の作成に当たり，生活科の学習と他教科との関連が図れる内容があるかを検

討しました（別紙③参照）。現行小学校学習指導要領解説生活編において，「教科の目

標や内容の一部について，これを合科的に扱うことによって指導の効果を高めること」

とあります。

ただ，児童の時間的・空間的・心理的な負担が大きくなることがないよう，できるだ

け学習内容や活動の関連と展開を具体的に確認していくことに努めました。その際，幼

稚園の様子を知らないと確認しにくい部分もでてきます。

日頃より，小学校の担当教員が幼稚園の担当教員と，連絡を密にして，お互いの情報

を共有しながら計画を行っていくおくことも大切です。

幼小で相談して作成した年間計画に沿って，計画的に交流を行っています。

Ｑ ｕ ｅ ｓ ｔ ｉ ｏ ｎ ３

Answer ３

【年長児（青組さん）との年間を通した交流を掲示】









年間を通じて年長児との交流を行うメリットは？

１学期には，青組さんと一緒に野菜を育て，野菜パーティーをし

ました。どんな野菜を育てるか，幼稚園に行き，相談する機会を設

けました。それにより，一緒に野菜パーティーをするために，「自

分と同じように青組さんも，野菜が大きくなることを楽しみにして

いる。」と，野菜をたくさん，上手に育てようという思いや願いを

子ども一人一人がもって，取り組むことができました。

小学校の学級園で野菜を育てる中で，葉が増えたり，実ができた

りする等の観察して気付いたことやうれしかったことを，ペア

の青組さんに伝えようという意識に自然となっていきました。

２学期には，小学校の秋の様子や秋を集めて作った作品につ

いて伝える活動をしました。校内では，たくさんの秋を見つけ

られます。また，ドングリや落ち葉等を集め，いろいろな素敵

な作品が作ることができます。それらのことを，来年入学する

青組さんに伝えると，きっとまねした

くなったり，自分で見つけてみた

くなったりするという意識で，学

習 を 進 め て い く こ と が で き ま し

た。

３学期には，子どもたちは，附

坂小の秘密を紹介する準備を進めています。そこで，道徳

の時間で『学校めぐり』（香道研なかよし）の学習をしまし

た。授業終末の振り返りでは，資料に登場する幼稚園の友

達を青組さんと重ねて，考えられている子どもの姿があり

ました。それにより，青組さんに対する思いや願いを自ら

深めたり，広げたりすることにつながり，青組さんとの関

わり方を考えていく手がかりを増やすことができました。

ペアの青組さんを自ら意識し，目的を明確にして活動に取り組めるようになります。

Answer ４

【相談して決める】

【校内の秋を紹介】

【食べた感想を尋ねる】

【道徳『学校めぐり』の学習】

Ｑ ｕ ｅ ｓ ｔ ｉ ｏ ｎ ４
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２ 本時に至る学びの足あと

第１時間目 「附坂小わくわくタイム」の共通理解と，幼稚園と小学校との違いの整理

本時の導入時，青組さんが入学に向けて，幼稚園で準備や練習していることを子どもた

ちに伝えました。教師から，「『青組さんは，入学する前，どんな気持ちなのかな。みん

なが入学する前はどうだった。』」と問いかけ，まず，自分たちの幼稚園のころを振り返

りました。「友達や先生がどんな人か，ドキドキしていました。」「給食はおいしいか，と

ても楽しみでした。」等，友達との交流により，入学への不安や期待

の気持ちが自分にもあったことを確認していきました。

その際，心情円盤を用いて，不安と期待の度合いも表出させるよう

にしました。例えば，給食のことについて，不安と期待が同じくらい

だった友達，不安の方が大きかった友達，期待の方が大きかった友達

と，さまざまでした。それにより，同じ事柄であっても，その度合い

は友達によって異なることが視覚的に捉えやすくなりました。

その後，教師から『青組さんが，入学を楽しみに，わくわくできるものになるために，

みんなの力を貸してくれるかな。』と尋ね，青組さんが体験入学する機会に行うことを共

通理解し，「附坂小わくわくタイム」と設定しました。

自分が幼稚園だったころの振り返りから，

不安や期待を感じていることは，幼稚園には

なくて，小学校にはあるものだと気付きます。

その気付きから，教師は，『幼稚園と違うこ

とに，わくわくやドキドキするんだね。みん

なの力でわくわくは多く，ドキドキを少なく

できるといいね。』と，幼稚園との違い（附

坂小の秘密）を伝えていくとよいことを確認

しました。

「青組さんを，わくわくにしよう」という目的意識が明確になると，青組さんは，どん

なことへの不安や期待があるのか，それは自分と同じかどうか等，子どもたちは確かめた

くなります。そこで，まず，なかよしペアの１年生に，朝の活動の時間を使って，インタ

ビューしてみることにしました。

○学習意欲への働きかけ

「附坂小の秘密一覧表」…自分たちが幼稚園児だっ

たころを振り返り，幼稚園との違いを伝えることを

確認した後，例として幼稚園の【リズム室】と小学

〔板書記録 〕

【心情円盤で表出】

【リズム室】 【体育館】
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校の【体育館】の写真を並べて提示しました。そうすることで，名前の他に，広さや使い

方，そこにある物の種類や数等の視点が表出し，紹介する内容をより詳しく伝える視点に

気付かせることができました。

朝の活動の時間 １年生に入学前の気持ちをインタビューする

なかよしペアの１年生に，入学する前の気持ちとその理由

を尋ねました。自分のことと比べながら１年生に尋ねた結果

を聞き，他の幼稚園との違いに出合える子どももいました。

「紹介できそうな幼稚園の違いは，他にもありそう。」

「幼稚園は，どうなっていたんだろう。」

これにより，青組さんへのインタビューだけでなく，幼稚

園と小学校の違いも調べようという意識が強くなりました。

単元外 学級活動１時間 青組さんへのインタビューと，幼稚園と小学校との違いの取材

なかよしペアの青組さんに，入学する今の気持ちとその

理由をインタビューするため，幼稚園に行きました。その

際，表情を表したイラストを見せ，「わくわく」か「ドキド

キ」かを青組さんに選択してもらってから，その理由を答

えてもらうようにしました。

インタビュー後，子どもたちはペアの青組さんとさよな

らをしてから，園舎内を生活班のグループで取材しました。

小学校との違いを探しては，タブレットやデジカメを使って自由に撮影していました。撮

影したものは，紹介をする際に使うことができます。子どもたちが主に撮影したものには，

教室，遊具，使っている道具，飼育している生き物がありました。

小学校に戻ると，次は幼稚園との違いを中心に自分たちで取材をしました。

第２時間目 青組さんに伝える秘密を決める

青組さんにインタビューできたことから，どんなことに青組さんが，「わくわく」「ド

【１年生にインタビュー】

【青組さんにインタビュー】

【小学校との違いを取材】 【幼稚園との違いを取材】
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キドキ」しているかを知った子どもたち。どんなことかについて，学級全体で交流しまし

た。交流する中で，青組さんも自分たちや１年生と同じように，入学への期待や不安があ

ることを確認しました。そして，どんなことを青組さんに伝えたいか，ワークシートに書

きました。１つの事柄について，伝えたいという子どももいれば，複数の事柄について伝

えたいと思っている子どももいました。

〔板書記録〕

教師は複数の事柄について伝えたいと思っている子どもたちには，「１番目に伝えたい

秘密を伝えましょう。」と，１番目の紹介の準備ができれば，次の紹介ができることを伝

えておきました。

そして，教師は紹介する秘密を整理した附坂小の秘密一覧表を指しながら，１番目に紹

介する観点（秘密）を選択することを子どもたちに促しました。

選択した観点が同じ者どうしでグループ（計８グループ）を作りました。そして，選ん

だ理由を交流する場を設け，グループで紹介する内容について話し合いました。各グルー

プの話し合いには，教師も入って一緒に話し合っていきました。教師は，８グループを回

りながら，紹介する内容を調整したり，時間内に話し合いができるように司会をしたりし

ていきました。

○学習意欲への働きかけ

「附坂小の秘密一覧表」…取材してきたこ

とを基に，観点別に事柄を整理しました。例

えば，場所という紹介する観点内に，体育館

や運動場等を紹介する内容があります。子ど

もたちが，いつでも比較して見られるよう，

左半分を幼稚園，右半分を小学校として配列し，掲示しておきました。そうすることで，

【附坂小の秘密一覧表：遊具編】
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紹介する秘密を選択したり考えたりする際に，「青組さんにいろいろな秘密が，紹介でき

そうだ」という子どもがでてきました。

「短冊フォルダー」…フォルダー内側には，常に青組さ

んが意識できるよう，ペアの写真と３色の短冊状の付箋，

グループ内で頑張っていた友達について記録できる星があ

ります。付箋は，分かったこと（赤色），できたこと（青色），

次にしたいこと（黄色）と，書く内容によって色分けして

います。振り返りの際，自分が書きやすい色の付箋から書

くようにすることで，付箋の数が増えていくことを期待したり，自ら次への課題設定がで

きたりする姿が見られました。

第３時間目 青組さんに秘密を伝える準備をする①（伝え方・必要な物の作成）

グループごとに紹介する秘密が決まったので，「附坂小わくわくタイム」で，青組さん

にどんなふうに伝えるかについて，話し合いました。伝え方については，これまでの経験

を想起しながら，子どもたちから次々と意見が出されました。出された伝え方の中から，

どの伝え方にするかをグループで相談し，選択するようにしました。

グループの伝え方が決まった後，当日の紹介について，子どもたちと共通理解しました。

青組さんみんなをわくわくにするため，グループの秘密の紹介

を２回できること，グループ１回の紹介の時間を２分間にする

こと，ペアの青組さんには必ず紹介できることを子どもたちに

伝えました。時間の設定については，青組さんのことを考えて

設定されたものと，子どもたちと共通理解しました。

その後，伝え方や伝える時に用意するもの，自分の役割等を

ボード（わくわくボード）を使って相談しました。

しかし，相談ができても，準備がすすまないグループがでて

きました。原因は，紹介する具体的な内容が決まっていないた

めでした。

そこで，まず，設定時間内で何を伝えるかを教師もグループ

に入って一緒に考え，決まったことを教師がボードに書いてい

きました。

そして，見通しがもてたグループから，紹介に必要なポスタ

ーや地図等の製作に取りかかるようにしました。設定時間をう

まく使い，青組さんにもっと「わくわく」の気持ちになっても

らおうという子どもたちの願いを確認し，準備をすすめていき

ました。

【短冊フォルダー】

【わくわくボード】

【当日の流れを確認】
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〔板書記録〕

○学習意欲への働きかけ

「キラキラ紹介シート」…紹介の方法ごとに１枚のシー

トにして準備しました。シートを見ると，紹介の手順と分

かりやすくできるポイントを確認できるようになっていま

す。子どもたちがグループで伝え方の相談をする前に，教

師から提示してシートの内容や使い方を説明しました。そ

して，『伝え方を考えたり，準備したりする時に，必要な

人は取りにきましょう。』と，子どもたちに拡大版を提示

しながら伝え，個人用シート（縮小版）を設置しているこ

とも合わせて伝えました。そうしたところ ,グループで紹

介の準備をする際に，紹介の手順を確認しながら役割を決

めたり，練習の時には，紹介を分かりやすくするポイント

をチェックしながら練習をしたりする姿が見られました。

「わくわくボード」…まず，秘密を紹介するグループのメンバーの誰が何を伝え，何を

用意するのか，そして，どんな伝え方の工夫をするかについて，各自で記入したシートを

ボード上で合わせ，グループでの相談がスムーズにすすむようにしました。紹介内容の具

体をこれから考えていく段階での伝え方の工夫まで記入で

きていない子どもがいました。伝え方の工夫を考えられて

いる子どもを意図的に取り上げたり，例を挙げながら今ま

での経験とつないだりすることで，自分の紹介にも取り入

れようとする子どもが増えてきました。

【 わくわくボ ードを使って相談】

【キラキラ紹介シート】
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「短冊フォルダー」…グループで紹介の準備や練習の中で，頑張って取り組んでいる友

達を見つけ，称賛しながら机間指導するようにしました。そうすることで，友達の頑張り

を自分から具体的に伝えられる子どもが増えてきました。

第４時間目 青組さんに秘密を伝える準備をする②（練習・修正）

まず，教師は紹介に使うものの製作ができているかを確認しました。まだの人がいるグ

ループについては，今の時間，できているものとして練習をすることを伝えました。その

際，グループ内で１人青組さん役となる聞き手を決め，グループの紹介を聞いた後，感想

やアドバイスを伝えるようにしました。紹介の時間は，自分たちでタイマーを使い，時間

内にできているかを後で確認していました。また，キラキラ紹介シートで紹介が分かりや

すくなっているかを確認して練習する子どももいました。

そして，青組さんがわくわくする紹介になるよう，修正してから練習を繰り返し行える

時間を設けました。

〔板書記録〕

○学習意欲への働きかけ

「附坂小の秘密一覧表」…教室内に常に掲示しておくようにしました。他の秘密も紹介

したいという子どもが出てきました。

「わくわくボード」…いつでも，紹介する内容や伝え方の工夫等を確認したり，修正した

りできるよう，グループに持たせておきました。

「短冊フォルダー」…表出した内容について，教師が称賛のコメントを記入していきま

した。そうすることで，次への課題意識を高めたり，持続させたりすることができました。
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第５時間目 幼稚園に行って，小学校体験入学の招待状を渡す

幼稚園に行き，ペアの青組さんに「附坂小わくわくタイ

ム」の招待状を渡しました。この招待状は，「青組さんに招

待状も渡したい」という子どもたちの思いから，単元外の

時間で作成することにしたものです。

招待状を作成する時には，短冊フォルダーにあるペアの

青組さんの写真を見ながら，似顔絵を描いたり，青組さん

に分かるような言葉を使ったりする姿が見られました。ま

た，自主的に招待状と合わせて，折り紙でプレゼントを用意する子どももいました。

招待状を渡す際には，青組さんにきちんと伝わったかを必ず確認することを，子どもた

ちと確認しておきました。子どもたちは，招待状に書いた

ことをペアの青組さんに読んで伝えたり，見せながら伝え

たりする関わり方をしていました。

その後，青組さんは自分がもらった招待状やプレゼント

をうれしそうに見せ合う姿が見られました。

○学習意欲への働きかけ

「短冊フォルダー」…招待状を渡して幼稚園から帰って

きた子どもたちは，青組さんがうれしそうにしている様

子が見られたことを確認し，振り返りをしました。子ど

もたちの黄色の短冊状の付箋（次にしてみたいこと）に

は，「青組さんに小学校の秘密を紹介したい」「いっしょ

に，遊びたい」等が表出しました。教師は，付箋に表出

した内容について，称賛のコメントを記入していきまし

た。そうすることで，次の課題意識を高めたり，持続さ

せたりすることができました。

第６時間目 小学校の秘密の伝え方を工夫する①

表出した次にしたいことの中から「青組さんに小学校の

秘密を紹介したい」を取り上げました。同じような思いを

もった子どもが複数いることを確認した後，教師が『青組

さんに，分かりやすく伝える準備はできましたか」と問い

かけました。すると，２，３名の子どもが挙手しましたが，

多くの子どもは，「もっと，練習したり準備したりしたい」

と，答えました。

そこで，分かりやすい伝え方を全体で子どもたちと確認した後，これからの準備の手順

【短冊フォルダー】

【伝え方の工夫を考える】

【ペアの青組さんに招待状を渡す】

【招待状を見せ合う青組さん】
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を共通理解しました。まずは，グループで準備や練習をした後，なかよしグループ（２グ

ループずつ決定）で，お互いの紹介を見ます。そして，青組さん役（聞き手）の人に，感

想やアドバイス等を必ず尋ねた後，交代します。このような準備の手順と合わせて，紹介

を行う場所も確認しました。

グループごとに練習や準備を行い，なかよしグループに

自分たちの紹介をしました。その際，聞き手となるグルー

プにタブレットで，自分たちの紹介の様子を撮影してもら

うようにしました。

お互いの紹介を聞き合った後，わくわくになる・ならな

い伝え方について，全体で交流する場を設けました。子ど

もたちから出てきたそれらの伝え方を工夫すれば「もっと，

わくわくになる紹介ができる」と，これからの準備に見通しがもてたようでした。

その後，グループで自分たちの紹介の様子を動画で確認し，

工夫できるところを話し合い，修正していきました。そして，

自分たちの紹介が，わくわくになる紹介かどうかを１年生に

青組さん役になってもらって聞いてもらおうと，次時の課題

を共有しました。

板書記録

第７時間目 小学校の秘密の伝え方を工夫する②（１年生に聞いてもらう）

１年生に青組さん役になってもらい，自分たちの紹介を見てもらい，感想を聞きました。

紹介は，前半に紹介する４グループと後半に紹介する４グループに分けておきます。わく

【動画で確認する】

【紹介の様子を撮影】
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わくボードを見ると，確認できるようにしておきました。そして，１回目の紹介は，自分

のペアの１年生に聞いてもらうようにし，２回目の紹介は聞きにきた１年生に聞いてもら

うことを，紹介をする前に確認しました。

前半のグループが１年生に紹介している間，なかよしグ

ループの２年生は，紹介を見る１年生の様子を見たり，自

分たちも聞き手となったりして，最後に感想やアドバイス

等をなかよしグループの２年生に伝えます。なかよしグル

ープとは，あらかじめ決めておいた協力し合える２つのグ

ループのことです。

前時，自分たちの紹介を見直す時間で，うまく伝え方を工夫していたグループとまだ工

夫できそうなグループがありました。秘密の内容の紹介に入る前に「○○のしょうかいを

します。」と言ってから紹介を始めることや紹介が終わると２年生は１年生に「今の紹介

を聞いて，小学校がわくわくになりましたか」と尋ねることを確認しました。

紹介後には，「よく分かったよ」「おもしろくて小学校が楽しみになったよ」という１

年生からうれしい感想が聞かれる一方，紹介を見ている途中で他のグループの紹介が気に

なって，そちらの方を見ようとしたり，よそ見をしたりする１年生の姿もありました。

また，２回目の紹介時に，１年生が１人も聞きに来なかっ

たグループがありました。２回目の紹介を選んだ理由を１年

生に尋ねると，「伝え方がおもしろそう。」「本物のメダカが

見られたり，クイズができたりして，楽しそう。」等の感想

が聞かれました。逆に「何が見られるのかが分からなかった。」

等の感想も聞かれました。

【次時への課題を設定する】

【１年生に伝える】
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３ 本時の板書計画

【正面板書】

【当日の日程表】

【わくわくボード】

【附坂小の秘密一覧表ときらきら紹介シート】
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